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1. はじめに
１ページ２５行，フォントサイズ１２PT,余白上35mm, 左右下30mm．
近年，様々なセンサが開発され，多様な分野で使用されている．過去に本研究室では座圧センサや脳波を検出することで被験者の体調や心的状態を把握する研究を行ってきた．今年度も例に漏れず，まだ使用したことの無いセンサを用いてどのように被験者の状態を把握できるか考えた．

















2. 関連研究
本章では，本研究に関連する関連研究や先行研究について説明し，本研究の意義や特色を明らかにする．

2.1 〇〇に関する研究
本研究で対象とする○○に対して，××を行なった研究がある．


2.2 □□に関する研究
本研究で使用する○○に対する先行研究として，××を行なった研究がある．












3. おわりに
本研究では，生体センサである心拍センサと発汗センサを用い，被験者の発汗量や心的状態の解析を行った．研究で行った実験で，複数人の被験者のデータを取得し，各作業時間におけるデータの比較を行ったことで，心的状態の把握という目的が達成されたと考えられる．
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